
























1回目の得点 (20点） ＋ 2回目の得点 (20点）
2 
+3回目の得点 (20点）＝40点
今年度から審判は 6審制（以前は 4審制）になった為，それぞれ出された得点は少数点第 3
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表 1 第 2回新体操ワールドカップ東京大会上位チーム得点
総合 1 回 目 2 回 目 1+2 FINAL 総合
順位
国名
構成 実施 合計 構成 実施 合計 2 構成 実施 合計 得点
] ブルガリア 9.975 10.000 19.975 10.000 10.000 20.000 19,988 10.000 10.000 20.000 39.988 
2 ソ 連 9,975 9.950 19.925 9,975 9.950 19.925 19.925 10.000 10.000 20.000 39.925 
3 北朝鮮 9.900 9.950 19.850 9.925 9.975 19.900 19.875 10.000 9.975 19.975 39.850 
4 スペイン 9. 875 9.850 19. 725 9.900 9.850 19,750 19.738 9.900 9.900 19.800 39.538 
5 日 本 9.825 9.725 19.550 9.800 9.800 19.600 19.575 9.825 9.825 19.650 39.225 
6 中 国 9.800 9.625 19.425 9.800 9.775 19.575 19.500 9.800 9.800 19.600 39.100 
位までとなった。例えば，
＜改正前＞ 主審 1審 2審 3審 4審 決定点
9.8 9/9 9.8 9/6 9.7 9.75 
＜改正後＞ 主審 1審 2審 3審 4審 5審 6審 決定点
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フォーメーションの数はブルガリアが22回，ソ連が21回で差はなかった。種類から見るとブ
ルガリアには二列・集団•その他のフォーメーションが多く含まれていた。斜二列及び縦二列
では大きな交換 (4m以上）が行われており， F1 (フォーメーションのことをFで表わす）
のような集団のフォーメーションではポーズのみで，交換の動きの変化がなかった。 F1とF
22, F 2とF21の動きは全く同じであり，要するに F1から F2のビデオフィルムを逆再生し
たものがF21とF22であった。演技構成においてこれは今までに見られなかったものである。




ると， F3 • F 8 • F 9 • F 11 • F 12 • F 16 • F 17 • F 18のように同一の方向が多く見られた。
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ころがし 回し聞ひ投げ 振 面の ころがし




ブルガリア 3 2 5 4 2 8 6 ， 7 10 8 8 6 16 
ソ 連 1 5 3 1 3 16 5 10 11 18 6 8 7 13 
表 4 徒手要素
輪 ボ Jレ
J F A s 座 回 B T p J F A s 座 1回
一日
`` 
ブルガリア 2 3 2 7 2 1 3 5 3 1 
゜
1 4 2 1 6 2 I 1 
ソ 連
゜
4 3 12 3 2 5 2 1 1 3 1 10 1 2 3 5 I 2 
B→バランス T→ターソ P→ピヴォットターン J→ジャンプ F→屈










F 3 ツーステップと共に投げ •Jump• 前転 F2 ツーステップで投げ， 2回目のJumpと
後，座位でとる 共にふくらはぎで輪をはねかえす
F4 仰向けで足首で回し投げる F 5 なわとびでとび，左右開脚とびと共に
F 5 一人が 3本を同時に後方に投げる 脚下から後方に投げる
F7 一人が両腕と片足を使用して 3方向に F6 足首で回し， Jumpと共に投げる
投げる F8 相手の輪を Jumpと共にけりあげる
F9 足首で回し前進して後方に投げる FlO 頭上に投げ，仰向けで足裏でける
F 11 相手の輪を Jumpと共にけりあげる F12 足首にかけ脚を後方に振りあげると共
F 12 斜後方に大きく投げる に前方に投げる
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1 スライド•投げ） M 
投は投手投こずげろまが(せし<3渡るm方（以床向力n上へ面げ） し) 
s M s 
バころろががウしし （（ン床床面面〖） ド
M M 
投げ (3方向へ s M M 
交
s M M 
2 
投手 げげ(4 （m足以上）） 
s M M s M M 
3 s M M i 足投ぉげ（ ＋背渡面屈以・
M M 
4 渡し M M M M M 
換 5 投げ（足 •4m 以上） s M M s s 
M 




でも， a) 4m以上離れて行う， b)2m以上で背中合わせで行う， c）各選手が 2つの手具を同
時に，また連続して行う， d)連続ジャンプの間に行うという条件のもとで高級難度として判
断できる。
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表 6 他の交換の方法








1 投保げ (2名のみ持） M M 21 投投げげ（•足こ・ろ同一がし） s 保ころがし（床上・同一持） 
M M 
2 
投ころ（が足げげはしねか（(（ 同え3足一本し ） 
s M M s M M 
他 3 s つき•投げ（同一 M M 3 
4 M M 4 投げ (1名のみ・ M ころがし（床上） M M 
の 5 M M 4m以上）
6 M M 5 
投 げ（同一｛） M M 交
7869 投投投こげげろげ•が•こは·(ろしねが4パ（かmし床ウ（以え同上上ンし一）） ド
M つき•投 M M 
7 投げ (2名のみ） M M M 
投 げげ（（頭同一上
M M 
換 s M M 
M ころがし M M 
表 7 X /． ‘ 換 回 数
ノ又『‘ 換 他 の ノ又， ‘ 換
ソ 連 (7回） ブルガリア (7回） ソ 連 (9回）





投 げI6回（足3)I 4回 7回（足2) 4回 4回（足1) 3回 9回（足1) 5回
1回 1回 3回 1回（足1) 0回 3回 3回
II I 
0回 0回 0回





高 級難度 左手の難度フォーメ 手具交換：＇他の 演技時間ーション ：交換 輪同時ボール手具交換 輪同時ボール





ソ 連 21 7 ＇ ， 6 2 1 1 4 2 4 2分43秒
規則集にお






























則上有効な交換として数えられるものはブルガリアが 5回， ソ連が 7回であった。しかし，ブ
ルガリアには高級難度の交換が 1回もなかった。また，左手の難度についても両チーム共に，
明確に 3回とり入れられてなかった。
以上のように今回は，第 2回新体操ワールドカップ東京大会において構成実施共に10点満点
を出したブルガリアとソ連の演技構成について分析してきたが，両チーム共に特に，手具交換
において他には見られないもの，今までに見られなかったものへと研究，工夫がなされている
ことがわかった。しかし，規則に対して明確に構成されていない部分があった。
以上のような結果であったが，さらに研究を進め，新体操競技の発展のため少しでも役立て
ば幸いである。
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